
３年間の取り組みが評価され
「カンゴサウルス賞」を受賞しました。
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恐竜は長い間栄え、そして絶
滅しました。でも、環境の変
化に適応した仲間は、鳥類と
して生き残っていると言われ
ています。
カンゴサウルスは『繁栄』と
『改革』のシンボルです。

福井日本看護協会長と

カンゴサウルスと

県内授賞施設（左から両津病院・済
生会新潟第二病院・新潟臨港病院）

県看護協会の中山理事を囲んで

５月２３日、カンゴサウルス賞の授賞式出席のため東京表参道へ行って来ました。この賞は看護職のワーク・ライフ・バラ

ンス推進事業にしっかりと取り組んだ病院だけが頂ける賞で、全国で７９病院が受賞しました。新潟県内は両津病院を含め

わずか３病院の受賞で、お互いの取り組みを称え記念写真を撮りました。 この３年間ワークショップをはじめ、様々な場面

で顔を合わせ、それぞれ苦労や進歩について情報交換を行ってきた仲間との授賞式は、とても楽しくあっという間に時間が

過ぎました。 ここまでの取り組みを振り返ると、色々なことが思い浮かびます。 PTという立場で取り組んではきましたが、

すべて私達だけではできなかったことです。 病院職員の全員が力を合わせることで、無事成果を出し、また多方面から評

価をいただけるような事業を成し遂げることができました。改めて皆様に御礼を申し上げます。ありがとうございました。

今後も両津病院のWLBは不滅です！ということで、『だちかんちゃ！』状態であったものが、『 い い ねか っ ち ゃ ❤ 』 に替

わったのではないでしょうか。 （PTリーダー 石井貴美子）


